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１.「噴火後の推移の評価」に資する施策の現状と研究への期待１.「噴火後の推移の評価」に資する施策の現状と研究への期待

現状

研究への
期待

• 現在の⽕⼭学の知⾒では、噴⽕規模や噴⽕様式の推移や、噴⽕活動の終息時期を予測することが困難で
ある。気象庁は、得られた観測データに基づき、過去の観測事例や類似⽕⼭の事例を参照して作成した判定
基準により、⽕⼭活動を評価しているが、⽕⼭活動は必ずしも過去の活動と同様の推移をたどるわけではな
い。

• 住⺠の適時的確な避難のための噴⽕警戒レベルの切替・解除には、噴⽕規模・様式、噴⽕活動の終息時
期の早期把握が有効であり、噴⽕後の推移予測⼿法の開発が必要である。

噴⽕後の推移の評価
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２.「噴火後の推移の評価」に資する施策の技術的課題と解決方法の検討２.「噴火後の推移の評価」に資する施策の技術的課題と解決方法の検討

⽐較的短期
（5年程度）

• 過去の被害を付記した⽕⼭防災対策にも活⽤
可能な噴⽕・⽕⼭災害事象系統樹の作成によ
る可能性のある噴⽕推移の網羅的把握

• 可能性のある噴⽕推移の絞り込みによる噴⽕推
移予測の⾼度化

研究⽬標

• 個別の⽕⼭の活動特性を加味した，噴⽕メカニ
ズムの科学的な理解にもとづく噴⽕推移モデル
（噴⽕事象系統樹など）を踏まえた噴⽕推移
の予測・評価

具体的なアプローチ

• ⽕⼭災害を記した歴史記録の調査と地質記録
の照合

• 地質記録に残りにくい⽕⼭現象（⽕砕サージ
等）の被害の推定

• これまでの⻑期間の⽕⼭噴出物や地震動・地殻
変動・⽕⼭ガス等の観測データの蓄積と整理

• 事象分岐の判断のための⽕⼭噴出物や地震
動・地殻変動・⽕⼭ガス等の観測データの即時的
な把握と他⽕⼭も含めた過去データとの⽐較

• 噴⽕した場の情報や観測データ等を加味した事
象分岐の論理及び確率を踏まえた噴⽕推移モデ
ルの構築

• 噴⽕様式とその変化を規定する要因の解明

中期
（10年程度）

最終的

2噴⽕の開始後、我が国でこれまでおよそ１万年に１回の頻度で発⽣している⼤型のカルデラを形成する噴⽕活動に⾄るかの知⾒は⾮常に限られており、
それを予測することは極めて困難であり、過去事例の蓄積が重要。

• 技術動向検討グループでは、「噴火後の推移の評価」の技術的課題を整理し、解決に必要な時間スケールに応じ
た研究目標と研究・技術開発のアプローチを検討。
 噴火後の推移の評価には、過去の推移の情報を整理したうえで、過去と現在の火山活動状況との比較や、

火山現象の物理・化学過程に基づく評価を行うことが考えられるが、技術的課題として、噴火後の推移を科
学的に予測・評価する手法が確立していないことが見いだされた。

＜その他の検討内容＞



３.「噴火後の推移の評価」に今後実施すべき施策・研究の方向性３.「噴火後の推移の評価」に今後実施すべき施策・研究の方向性

• 「噴火後の推移の評価」に資する施策等の実施に向けて、技術的課題を解決するため、以下の取組を推進するこ
とが重要である。

• 今後、関係機関は、文部科学省の次世代火山研究・人材育成総合プロジェクト等で実施している研究も踏まえ、課
題解決のために必要となる研究を推進するとともに、個々の機関では対応が難しい課題について、例えば火山噴
出物や、地震動、地殻変動、火山ガスの観測データの組み合わせによる総合的な噴火推移の評価に資する研究
や、推移の評価に活用しやすいデータベースの構築は連携して取り組むことが重要である。

• なお、「噴火後の推移の評価」に資する施策等の技術的課題とその解決方策については、必要に応じ、さらなる検
討を行っていく必要がある。

噴⽕後の
推移の評価

今後に実施すべき施策・研究の⽅向性

• ⽕⼭噴⽕予知連絡会等における、⽕⼭噴出物や地震動、地殻変動、⽕⼭ガス等の観測データに基づく⽕
⼭活動の総合的判断の取組の推進。

• 気象研究所や⼤学等における、地震動、地殻変動、⽕⼭ガス等の観測による⽕⼭現象の解明に資する研
究や各分野での連携。

• 産業技術総合研究所や⼤学における、噴⽕履歴調査による過去の噴⽕の推移の把握

3



４.「噴火後の推移の評価」に資する施策・研究の充実のために、
速やかに検討すべき事項

４.「噴火後の推移の評価」に資する施策・研究の充実のために、
速やかに検討すべき事項

現状

今後の
取組

• ⽕⼭現象の解明や予測のため、⽕⼭噴出物や、地震動、地殻変動、⽕⼭ガス等の観測に基づき、噴⽕後
の推移に資する研究が実施されているが、これらの分野横断的な研究は⼗分でない。

• ⽕⼭活動が継続している⽕⼭を対象として、⼤学や研究機関等は噴⽕後の推移の評価に資する分野横断
的な共同研究を推進すべきである。

噴⽕後の推移の評価技術向上のための連携研究
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